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議員８人が一般質問

稲川勝憲議員

堤
防
管
理 河川管理者である県と協議

田子の木橋堤防敷舗装は

放
置
で
き
な
い
状
況
、早
急
に
実
施

織
笠
小
児
童
の
通
学
路
補
修

安全対策

質
問
　
田
子
の
木
橋
付
近
の
堤

防
敷
約
３
０
０
ｍ
が
、
町
村
合

併
前
か
ら
未
舗
装
の
ま
ま
生
活

道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
日
も
早
く
現
道
舗
装
を
し
て

地
域
住
民
の
交
通
利
便
の
向
上

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
将
来
の
展
望
も
示
せ
。

沼
崎
町
長
　
こ
の
個
所
は
、
県

管
理
の
織
笠
川
堤
防
敷
で
あ
り
、

地
域
住
民
か
ら
時
折
穴
埋
め
な

ど
の
要
望
を
受
け
、
町
で
は
そ

の
都
度
砕
石
を
補
充
す
る
な
ど

維
持
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
堤

防
敷
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
と
協
議
す
る
。

質
問
　
昭
和
　
年
の
合
併
前
か

３０

ら
未
舗
装
で
あ
る
。
町
長
は
、

本
年
３
月
の
施
政
方
針
で
住
民

の
目
線
で
行
政
を
進
め
た
い
と

い
っ
て
い
た
が
、
こ
の
現
状
を

見
た
こ
と
が
あ
る
か
。

沼
崎
町
長
　
地
元
で
あ
り
よ
く

知
っ
て
い
る
。

質
問
　
跡
浜
細
浦
線
は
、
主
に

細
浦
地
区
や
希
望
ケ
丘
団
地
か

ら
織
笠
小
学
校
へ
通
学
す
る
児

童
の
通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
本
路
線
の
織
笠
小
寄

り
の
切
り
通
し
の
 法
 面
保
護
は
、

の
り

木
製
の
板
を
使
用
し
て
土
留
め

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
そ

の
板
が
腐
食
し
土
砂
が
崩
落
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
通
学
中
の
児

童
の
安
全
確
保
と
一
般
歩
行
者

の
事
故
防
止
を
未
然
に
図
る
た

め
、
早
急
に
補
修
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
現
地
を
確
認
し
た

結
果
、
放
置
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
と
判
断
し
た
の
で
、
早
急

に
補
修
す
る
。

質
問
　
細
浦
地
区
か
ら
織
笠
小

学
校
へ
通
学
し
て
い
る
人
数
と

早急に補修されることになった町道跡浜細
浦線（集団下校する織笠小学校の児童）

全
校
児
童
数
は
。

菊
地
教
育
次
長
　
細
浦
地
区
か

ら
通
学
し
て
い
る
児
童
数
は
　２９

人
で
、
全
校
児
童
数
は
　
人
。

７３

質
問
　
各
学
校
の
通
学
路
は
、

ど
こ
で
指
定
し
て
い
る
の
か
。

菊
地
教
育
次
長
　
各
学
校
の
通

学
路
は
、
安
全
性
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
原
則
と
し
て
学
校

長
が
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。


